
 

1 

令和３年度 第２回苫小牧市社会教育委員会議（書面会議） 会議概要 

 

       基準日：令和４年３月２４日（木） 

 

審議委員：山口議長、北岸副会長、真鍋委員、大村委員、小林委員、佐藤委員、 

渡辺委員、植木委員、藤島委員、櫻井委員 計１０名 

 

※本審議会については、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、参集して

の会議を中止し、書面にて会議を開催いたしました。 

 

１ 議 事 

(１)令和４年度生涯学習課・各施設の事業概要について 

  生涯学習課と各社会教育施設の令和４年度予算及び事業概要について説明 

＜意見等（整理・要約）＞  

 意見等 意見等に対する事務局の回答等 

１ 赤ちゃん・絵本のとびら事業につい

て、配布されていない対象者にはどの

ような対応をされているのでしょう

か。 

令和２年１月から、絵本を引き換えていな

い生後１０か月ごろの赤ちゃんとその保護者

に対し、引き換えを促すための案内ハガキの

送付を始め、引換率の向上につながっており

ます。 

２ セカンドブック事業について、同一

の本を全員に配布するのでしょうか。 

小学１年生は生まれ月で発達に差が

あるかと思います。小学校と連携して、

クラスに３５冊ずつ多様な本を教室に

配置して、先生方に活用してもらった

方が良いのではないでしょうか。 

 本につきましては、教諭、学校司書、図書

館司書からご意見を伺い、児童が選択できる

１０冊の本を用意しています。また、セカン

ドブック事業につきましては、子どもたち自

身が［読書の本を選ぶ］楽しさを知るきっか

けをつくり、自発的な読書活動につなげると

ともに、家族や友だちと読書を通したコミュ

ニケーションを育むことを目的としており、

学校だけではなく、家庭でも活用いただける

よう配布するものでございますので、ご理解

願います。 

３ 文化会館(指定管理施設)の事業内容

において、昨年から「利用者懇談会」

を計画若しくは実施しているようです

が、どのようなことを話し合われるの

でしょうか。また、目的も合わせてお

 懇談会については、文化会館のスタッフと

利用者、主催者と打合せすることで利用者の

要望を的確に捉えることにより、利用の定着

化と拡大、より一層のサービス充実を図るこ

とを目的に、年１・２回程度開催しておりま
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知らせ願います。 す。 

実施内容としては、ホールや会議室などの各

部屋の利用状況や修繕状況、利用者アンケー

ト結果や館に寄せられるご意見などをテーマ

に、意見交換しております。 

４ ６ページの推進方針について、昨年

「市民に喜ばれ」を「市民に親しまれ」

と訂正をお願いしたと記憶していま

す。 

 昨年の会議の中で検討すると回答し、訂正

が失念しておりました。「市民に親しまれ」

に訂正いたします。 

５ 図書館が指定管理となって数年経過

しておりますが、利用者アンケート（ご

意見箱）で改善された具体的な事例が

ありませんので、お知らせください。 

今年度改善した具体的な事例としまして

は、トイレのウオッシュレット化やペーパー

タオルの設置、カウンター付近への物置用の

テーブルの設置、イベント申込みの抽選結果

を希望によりメールで送信するなどを行って

おります。今後も利用者の声に真摯に向き合

い、改善を進めてまいります。 

６ 苫小牧市史の編集にあたっては、入

植者だけでなく、先住民族の歴史をし

っかり踏まえた記述を行うことが、き

わめて重要と考えます。 

新「苫小牧市史」編さん方針の中でも、ア

イヌ民族の立場や近年の女性史の成果を盛り

込むことが必要としております。そのため、

委員ご指摘のとおり、先住民族の歴史を踏ま

えた記述となるよう努めてまいります。 

７ SDGｓ・ESDについては、学校教育で

も授業等に取り入れていると思います

が、最近は社会教育団体でも勉強会を

重ね活動に取り入れています。今後、

生涯学習にも取り入れられるべきもの

と考えますが、現場ではどのようにし

ていくか方針を教えてください。 

生涯学習に関しては、苫小牧市総合計画と

総合計画の部門別計画である第五次生涯学習

推進基本計画に基づき、各種施策を進めてお

ります。SDGsやＥＳＤの考え方などについて

は、さまざまな社会問題が多様化・複雑化す

る中、課題解決に向けて重要な視点であると

考えております。今後取り入れられるべきと

のご意見に関しましては、第五次生涯学習推

進基本計画が令和４年度までの計画となって

おり、令和４年度中に次期計画を策定するこ

とになりますので、生涯学習にどのように取

り入れられるかにつきましては、委員の皆様

のご意見を伺いながら検討してまいりたいと

考えております。 
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 ＜結果＞ 委員１０名中、承認１０名で、承認される 

 

(２)その他 

① 胆振管内社会教育委員連絡協議会における役員担当について、令和４年５月開催予定の

胆振管内社会教育委員連絡協議会の総会をもち、室蘭市へ事務局及び役職を引き継ぐ予

定であることを報告 

② 第五次苫小牧市生涯学習推進基本計画について、令和４年度末で終了となるため、今後

については、社会教育委員に対し諮問を行ったうえで、次期計画の進め方・方向性など

を説明し、答申に向け審議いただくことを説明 

③ 社会教育委員の改選について、任期が令和４年５月３１日までとなり、令和４年６月に

委員の改選が行われる旨を報告 

  

 ＜結果＞ 委員１０名中、承認１０名で、承認される 

 


